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一鴻巣市寺谷を事例として-
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1 寺谷における花丹生産の構造
1 はじめに
祭りや先担を敬う儀式に花が古くからi企界的に用いられてきたのは，花を愛する心が人類共通のも
のであることを示すものであろう. しかし，花の販売を自的にした商業的な花井栽培は， 日本では都
市近郊農業のー形態として始まった.都市における需要の増大は，花井生産地を都市近郊ばかりでな
く，伊豆半島，渥美半島などの温暖地域や長野県などの高冷地に生みだした(太田， 1979). 温暖な
気温を活用した暖地性花汗留芸地域，特に伊豆半島については，岩崎 (1935)の研究をはじめ，尾留
)1 (1967)，松井(1968)によって研究されてきた.また， ?1呈美半島については伊藤(1953)，松井(1967，
1978)，太田(1977)によって題芸産地の形成過程が解明されている.さらに，尾崎 (1962)は，マー
ガレットを指標にi境地性花井醤芸地域が完全霜地帯に一致していることを明らかにした. しかし，冷涼
な気候を活用した高冷地性花芥留芸農業についての研究は 余り進んでいない (Yamamoto，et. al.， 
1976)が，東北地方のやませの影響を受ける地域で高冷地の長野県同様， リンドウ等の花弄栽培が発
展しているのが注目される(斎藤， 1991). 
ここでは研究が最も古くから行われた近郊農業としての花芥栽培に焦点を当ててみたい.近郊農業
としての花fi二栽培は，東京南郊の世田谷(小田内， 1918)，多摩川温室付(青鹿， 1935;沢田， 1968)， 
秦野盆地(沢田， 1972)等で研究されてきた.また，東京東郊においては，特に鹿骨の鉢物栽培(UJ 
内・大内， 1923;佐々 木， 1969)が注目された.彼らの明らかにした要点は， 1)近郊の花芥栽培は，
洋行帰りなど文化人によって始められた， 2)花芥栽培は，付加価値が高いので観葉植物栽培とともに
近郊農業の極相に近い， 3)ガラスjEL室など設備投資に相当の資本が投下されている， 4)花:ff栽培は局
辺の農家に影響を与え，農家で花芥栽培を行うものが表れた，等である.これら都市近郊の花芥栽培
は，主として東京から南郊の，いわば暖地に展開したものである.
一方，東京の北郊では，従来，江戸時代の駒込付近の描木栽培が移動したといわれる安行の植木・
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}草木1)が注目されてきた(松田， 1971)が，花芥園芸は見落とされがちであった. しかし，近年東京
北郊でも花芥栽培，とくに埼玉県の鴻巣市を中心とする花井栽培の進展が若しい.鴻巣花井関芸組合
の記念誌によると戦後の混乱期に始まった花升の露地栽培は，先進地の見取り学習を通じて充実し，
順次施設鼠芸，高等間芸へと発展してきたという(鴻巣花J1FI詞芸総合， 1983). また，花丹市場を設
置することによって販路が安定し，ますます規模拡大してきた. しかし 時玉県の花升栽培の展開に
ついては，農業地理学から研究すべき点も残されている. したがって 本稿では鉢物を中心とした鴻
巣市の花井栽培の核心地，寺谷集落の花芥栽培の発展過程を分析し現在のLJ上げ、栽培や水稲の委託
栽培などの実態を地域的複合関係を配慮して解明することによって，近郊農業としての鉢物花升栽培
の今日的持1わ1守特色を明らかにしたい.
調査対象の鴻巣市は東京の都心からほぼ50km で，近年高IIJ~J*;Þ.に沿って都市化の波がおしよせてい
る.調査の中心は鴻巣市にあっても元荒川の右岸の狭い自然堤防上に拡がる寺谷集落である(第 11i?:1). 
自然堤i坊の比高は 2m内外で，その外側に後背地水田が広がる.かつて，自然堤防上で、は桑が栽培
され，水田では米麦の 2毛作が行われた，いわば埼玉県北部低地帯の特徴を備えた典型的集落といえ
よう.そのことは， 1980年の寺谷集落の経営耕地面積が 46haで そのうち78.3%にあたる36haが
水田であったことにも表れている.なお，本稿の考察は1988年当時のものが仁iコ心である
第 1図調査対象地域
E 鉢物花井産地の形成
j] - 1 Wl菜苗の振り売りとパンジーの導入
つ
J 
この元荒川の自然堤防上の集洛寺谷における後背水 III の収量は，土!と~1詰 i丑であったため上流の)llim ，
箕E13なとぐの水日3より米の反1又が 1俵低かった. この減1文分を補填するために第二次大戦中から始まっ
たのが， -/ヨ:}室の庭先に苗床を設置した野菜i3作りである2) このti!}菜lij造りの主力になったのが，武
陽実業の農業科(現鴻巣高校)を1945年前後に卒業した竹内武之助 吉田正雄 森田茂一郎等であっ
た.彼等は庭先に約50坪の苗床を造り.ナス1311， トマトAIを育て，それを 4J=J 28日から 5月18日位ま
で売り歩いたという.つまり，ナス キュウリ トマトの野菜苗は 肩に懸ける篭と手に下げる箱に
それぞれ3段に重ね， 500本を入れ，自転車に乗せて鴻巣!訳まで，そこから列車で東京まで行き， LI 
の手ゃTlllJの住宅地まで振り売りに行った.戦災で~2:j由の多かった東京で、は野菜苗一本 51斗でも一軒
10本， 20本と購入するので良く売れたという.
庭先の苗床はサツマイモの15床と!可じように藁編みで 落ち葉 藁 下n巴を入れて造られた.発熱
を良くするため，新しい床には坪当たり米糠 5升，古いものには米糠3升投入したという.苗!未の保
温は ilJl紙を使った，いわゆる ì!111草子であった.当時，野菜ï3~ï は坪当たり 5 ~600本位栽培したので，
自己の育成した野菜苗を売るのに20~25 日間はかかった.価格が良いu寺には人の苗をも購入して売り
にいったといわれる.野菜AIを収穫綾， i3床は取り払われ，藁や落ち葉はj廷の1民に積まれ，翌年の15
土とされた.
地元で「かつぎだlJと呼ばれたこの野菜13の振り売りは，戦中から戦後，特に食糧難の時代には
良い収入になったといわれる.この振り売りの過程で 寺谷の竹内武之助氏は新宿の種苗商から野菜
苗とともに花の苗を作ってみないかと勧められた.そこでパンジーを栽培して1948年に販売したとこ
ろ，戦後の食糧難の時代にもかかわらず、パンジ-i3が野菜苗よりもよく売れた.それを見習った近所
の野菜苗生産者も花井栽培を始めたので 1950年には寺谷における花芥栽培者は 6名となった.当時
は，パンジー，デージ一等の花壇用草花の栽培が中心であった(鴻巣花井園芸組合， 1983). このこ
とは，食糧難時代であっても人々はうるおいのある花を植え，明るさを失なわなかったことを意味す
るものであろう 3)
fl-2 物花芥栽培の発展
鴻巣市寺谷では花壇用のパンジー，デイジーは， 3月15日から 4月30日頃まで振り売りされ，続い
てill}莱苗の振り売りが行われた.野菜苗の販売が終わると麦刈り，田植えと農作業が続いた.なお，
屋敷j司りのよl1l地で、はパンジーの跡に地這キュウリが栽培され， 7月15日頃から販売され8月15日頃ま
でに終了した.というのは 8月訪日から31B頃までにパンジーの種子が向ーの畑に蒔かれたからで
ある. したがって，当時の作付体系は水田で、の米麦2毛作，畑地でのパンジー・地這キュウリの 2毛
作であった.
野菜苗は， B本経済の回復した1952・1953年頃から売行きが芳しくなくなったので，苗床用フレー
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ムで半促成のキュウリ栽培が行われた. しかし，キュウリは 5年も連作すると忌jむ1+-のため蔓枯病が
発生したため，半促成のナス栽培に移行した.これは r金井の鈴なり」という多収穫17!被が出たた
めである.しかし，このナスも 5 年も連作すると忌地性が表れ，花升栽i去に全Wjî i'l~ に変わったというり
なお，現在でも道水(どうえ)にtl!l菜市を販売するj農家がー I!llみられるように WJ菜liの栽培は，部
分的に1960年頃まで、続いた.
半促成のキュウリ・ナスの栽培により寺谷で、は18名で寺谷そ菜出荷組合が設立され，オート三輪に
よる野菜・花井の出荷が始まった.オート三輪は1950年竹内氏が最も早く導入しtl!j'菜l誌を東京に出
荷したが，多くは1955年頃からの導入であった.それ以前から野菜と同じフレームによる鉢物花芥栽
培が盛んになり，正月mハボ、タン，春の矢車草，サイネリア等をオート三'I((juで東京を始め長WJまで売
り歩いたという. 1953年の花升栽培者は17名となり， 1960年頃に寺谷そ菜出荷組合は花升栽培組合に
変容した
花の栽培技術は鉢物栽培の先進地江戸川区鹿骨に見学に行ったが，教えてもらえず，そこの鉢物花
升栽培者の作業を見ょうえまねで学んだ.鴻巣ではこのような見学を「見取り学習」とよんでいた.
1957年には30坪のビニールハウスが12棟建設され，シクラメン導入の契期となった. 1961年一人の
花井栽培者が250坪の大型ハウスを建設し サイネリアを栽培したところ，従来 3月初旬に咲いた花
が1月に咲き高く売れたので，多くの人がそれに倣って，大型ハウスが急速に普及した. 1963年には
寺谷花組合が18名で組織されている.この時点で、道水 J 1 j語を含めると{Jj巣市の花井栽培者は34名と
なっていた. 1965年には~I述の花に加え鉢植バラ，シクラメン，サツキなど高級鉢植草花が栽培され，
1973年には鴻巣花井国芸組合が78名で設立され，寺谷花組合はその支部となった.寺谷の花井栽培集
団は1981年に朝日農業賞，埼玉県代表として1983年に日本農業賞を受賞した
11-3 花丹市場の設立と花子「栽培の拡散
寺谷を中心とする鴻巣Tfiで、栽培された花井は，前述のように電車と徒歩を利用した振り売り，オー
ト三輪での東京出荷および地方市場への出荷がなされてきた.地元に花丹市場を造ることは，出荷や
販売にかかる時間を短縮し，それに花井栽培に振り向けることによって経営の集約化，ひいては規模
拡大をはかることができるので，花Jlf生産者の悲願であった.特に，寺谷の花Jlf栽培の創始者で，最
も規模を大きく経営していた竹内武之助にとって，それは1iIJ絡の安定につながるので切実な問題で
あった.そこで向氏は花芥栽培を勧められた新宿の小林熊太郎(東都圏芸小林商応)と計り，総合的
な花芥市場を目指して， 1966年埼玉綜合国芸株式会社(以下埼綜と1治す)を設立し，北本IlT深井に市
場を開設した.この市;場は1967年i芸道17号線沿いの現在地鴻巣市八幡田に移り，今日の基礎を築いた
(森田・半田， 1986). 
埼綜の鴻巣花市場は，当初開設臼が週一巨iであったが，入荷量の増大と共に:im12 Iヨになった. 1970 
年には売場がピ、ニールハウスから新社屋に変わり， 1976年には売場面積を増設した.埼綜の鴻巣花市
場には遠くは愛知県の稲沢市を始め関東近県の花井栽培者および花Jlf販売者が集まるようになった
しかし鉢物市場の性質上， IJ日設 iヨがI~高日 5) となることから，寺谷ではもっと身近な花丹市場の設立
5 
も要望された.そこで先党者の一人である吉田正雄氏が中心となり，花升栽培組合員110名の出資を
受けて， 1972i:l三12月に鴻巣i君主:センターが生産地にJ妾して寺谷の水日3を.unめ立てて設立された
市j揚の設立が花丹栽培の発展を促し，花子1-栽培の発展が市場の発展を促すという補完関係が生まれ
た.すなわち，両市場は花升の1)(i波長の明大に対処し，何回かの施設拡張， H物を _-;i主べる台車の大IJm
1脅かn，鉢等の資材の斡旋を行い，事業:を発展させてきた.つまり，第21zJに示したように許可市場の花
]1Fの ~)(fl立高は， 1975!r:J三ともに 51意向をj也え， 1977i三には101怠， 198]年には201主 1987年には30億を}巴
え順調な発展をしてきた.このような花斉取扱量の増大は，市場に出荷される花芥の種類の増大およ
び付加価値の高い高級品種の栽培によってもたらされたものである.花井取扱量の増大に連れて埼綜
では1985年から罰芸センターでは1987年から伝票も算盤からコンピューター処理に変わった.現在，
j寄綜の鴻巣花市場のj競り市iヨは，月，水，金で， I君芸センターのそれは火，木，土となっている(写
真 1). 
ところで，花井の流通形態は複雑である.出荷にしても前述の2市場に加え，以前花7与を出荷して
いた荻窪，東久留米等の市場ーから農家に直接電話が入札市場の車が集荷に来ることもある.このよ
うな域外市場の取り扱い量は，鴻巣市では全体の約 1/3に達し， )11iH村では10%に達するという.
さらに，花井の運送業者が帰り荷を通ぶたため，農家に電話連絡し花7与を引取に来る場合もあると
いう.なお， )11iH村では新農業構造改善事業により 1986年に農協の花井集出荷施設ができたので，花
]1干の系統出荷も 1/4に達するまでになった.かくて花丹の栽培農家は産地市場に最も大きく依存し
ながらも，花子「の品種や出来栄えによって多様な市場を選択することが可能となった.これは，都市
近郊における花井栽培の特色を示すものといえよう.
前述のような花丹市場における取り扱い量の増大は，個々の花汗栽培者の規模拡大ばかりでなく，
花芥栽培者の地域的拡散によってもたらされた.鴻巣市内では花升栽培は核心地寺谷とほぼ同じ条件
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第2図 花井市場の売上高の推移
鴻巣花1fl塑芸組合(1983)および開き取りによる
図鴻巣花市場
震直鴎芸センター
6 
ついで行田市， )I.W_村へと拡散した.元荒川流域の道水 )lifri，安養寺へと拡がり，を備えていた，
第 l表に示したように1970年代に戸数においてJIm村が鴻巣市を追越した. )1 EH_村では花芥栽培は，
この花J'fついで徐々にj古巣地区に伝指した.当初寺谷と元荒川を挟んで向かい合う舟塚地区に入り，
気ーハウスキュウリやナスの産地であった広田地区に入り，栽j告は 197 3-5~ミのオイルショ y クの後に
冬季の栽培1~~辛Hlllî絡のおJl苦と述fr: 1障害で新たな作物が求められていた 11寺WJ にこれは，にj:¥迫力nした
温度が低くて済む花壇用草花生産に転換する農家が増え，鉢花栽i音に発展したのである(1JIJ'点 1988). 
水1での米麦栽培と労働力の競合を避ボサギク等で，プリムラ詳ししかし， ) 1里村の花はリンドウ，
家間りで栽培されているため，寺谷のようにけることのできるものであった. J五日jや}古巣:の花升:は，
集!主的花井栽培景観がみられない.事実，花芥栽培が進展したとはいえ，現在でも肝菜市やナスのビ
ニールハウス栽培が盛んにみられる.
;{t升栽培の拡ij女第 1褒
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鴻巣花:N-I重i芸組合 (1983)および!果Il""資料による
寺谷における花井生産の構造
?
花子「栽培の発展過程で農家は何度かの意志決定を迫られることがある.寺谷においてはほぼ5年ご
日本経済それは，パンジーの花井栽i去が始まった1948年，とにそのような時期が訪れたと思われる
ビニールハウスを建築野菜苗から鉢物花j!fへ指15Jした1953年，の回復とともにオート三輪を購入し，
この頃には見取り学習かシクラメンなどの高級鉢物に指向した1958年前後である.サイネリア，し，
以後10年間は地元に花丹市場も設立され 花芥栽培者が枝々な試ら始めた花子?の栽培技術が擁立し，
このほぼ10年後に花井栽培の安定をはかつて地元まfニ1973i:!三は，行錯誤を繰り返した時期といえる
このそれぞれの時点でそれぞれの農家は複合経営のなかで花井部門を伸ばす市場が設立されている.
いづれの道あるいは都市化に対応して兼業化・ IJsU美化するかなど，従来の米麦に力を入れるか，か，
それぞれの時期に巧く適応できたものがつまり，を選択するかという意志決定を迫られたといえる.
あるいはの脱炭化してきた
と考えられる.したがって，それぞれの時期は花芥栽培の持続的発展を支える契機となったといえる.
複合経営を維持し，花井栽培の専門化を続け，適応できなかったものが
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しかし，鴻巣が今日の鉢物花升栽培の仁!コ心地になる契機となったのは 鴻巣i霊i芸組合が組織された
1973年前後に訪れた水稲の委託栽培と花]1干のLI上げ栽培の実施にあると忠われるので，以下その点に
焦点を当てこ仁j也利用との関連を解明したい.
日1-1 水稲の全問委託栽培
寺谷における水稲の委託栽培は， 1973年のオイルショック後，花子午栽培者が茨城県の真壁に植木鉢
を送るようパスで安請に行った帰りに，水稲・花井複合経営者の一人A氏が「もし水稲栽培を委託す
る者があれば，自分が受託して栽培したしりという意志表明をした.この話題は，水田面積が広く花
升栽培も比較的大きくやっている複合経営農家の賛同を受け，早速1973年から発足した.すなわち，
水稲・花井複合経営農家が，米麦生産に専門家するj農家に水稲栽培を委託することによって，ますま
す花芥栽培に専門化し，企業化することが可能となるからである.一方，水稲栽培に志向する農家に
とっても，花井栽培農家の水稲栽培を受託することによって，経営規模を拡大し，自立経営を達成す
ることが可能となるからである.
ところで，水稲栽培受託農家A氏は，その決断に先立ち1969年に大型トラクター・コンパインを購
入して，水稲栽培の作業受託を行っていたのである.当初は水田の耕:転から出発し，次第に水稲のメIJ
取， 13槌， I坊除へと進んだ. しかし， 1973年から始まった契約栽培は，借地によるため受託農家の意
思で、水稲栽培がで、きるという点で，画期的なものであった.すなわち，水稲受託栽培農家が自由に水
稲Jil種を決定し，土地の条何ニによって裏作の小麦も栽培可能になったからである. また，規模拡大に
よって癌場の集団化ができ，計画的生産が可能となったため作業効率が上がる結果となった. もちろ
ん，受託農家は反当たり 2俵の米を稲葉とともに委託農家に返還するという契約条件で、あった
ここで寺谷における水稲の委託栽培の状況をみよう.水稲の受託栽培を最初に始めた農家Aの受託
水田は， 17haで6) 第3[翠に示したように寺谷ばかりでなく J1面，箕田にも及んでいる.また，農家
8と農家Cも合わせて13haの水田面積を受託しているので 全体の水稲の契約栽培面積は30haにな
る.農家Aは，他の 2q[干の農家とともに1978年寺谷農機具利用組合を組織し，消毒などは 3戸の共同
作業として実施していた(関東農政局， 1985). 
このように水稲の受託栽培を行う農家は トラクター コンパイン等の農業機械を装備しなければ
ならない.この農業機械の購入は，個人より寺谷農機具利用組合のような団体の方が存利である.と
いうのは団体の方が農業機械の購入にあたって各種の制度資金なとぐの融資が受けやすいからである.
たとえば，農家Aは1973年から地域農政整備事業の融資850万円を受け，田植機に加えコンパイン，
トラクター，乾燥機，ライスグレーダー(籾摺機)など水稲の一貫ー生産に必要な農業機械を導入して
いる. また， 1974年には水稲地上fij除機導入事業の激資を受け， fij除機を購入している.なお，不足
分は近代化資金を借りているので，機械装備は莫大な額になっている.
現在のところ寺谷農機具利用組合の 3名は，水稲の防除事業を共同で行なっているにすぎない. し
かし，この水稲の請負耕作が鴻巣市のより高級な花子午である鉢物産地の形成に果たした役割は大きい
としlえよう.
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第 3図 水干iTiの委託栽.t;}j也の分布
関東農政局(1 985) p. 186より il記載
1]J-2 花汗のUJ上げ栽培の進展
地
i也
花井の山上げ栽培は， lfqmに冬の来る高冷地で花子FI誌を寒さに合わせることによって花芽分化を促
進し，本来，春に咲く花を価格の良いクリスマスや正月に合わせて開花させ，出荷しようとするもの
である7)埼玉県では1963年から軽井沢で花子干の山上げ栽培が始まり，寺谷では1966年吉日:1正雄氏が
吉田新次氏， )1里の及川氏，羽生の鈴木氏と計り，シクラメンを軽井こがてへUJ上げしたのを1詰矢とする.
つまり，軽井沢の古宿の土屋安二郎氏は花が好きだったので，彼らにUJ上げ栽培地を提供したのであ
る. しかし同氏は 3年後自ら花芥栽培を始めたので， UJ上げ栽培者はその後， I司氏の斡旋で軽井沢
の古宿を中心に半径 4km以内の土地を借りて現在に至っている.なお当1I寺，奇τ谷の竹内氏が北軽井
沢に， )1越の不老院氏が軽井沢にUJ上げしていたという.
また，花fの山上げ栽培は， 日光イチゴの1上げ栽培の事例を見習い， 1972年から戦場ケJ51開拓で
始まり，すぐ)1里村にも波及した.UJ上げ栽培地は，栃木県のi役場ケj京(1，400m) ・鶏頂UJ(1， 200m)， 
長野県の軽井沢(1，OOOm)，山梨県の小il*似て (700m)，および埼玉県の秩父 (700m)など標高の高い
高冷地であった. しかし鶏頂山は霧が発生し過ぎ，小iJH村尺や秩父は花井の山上げ栽培には低すぎる
といわれる.筆者はかつてこのような高冷地をブナ帯として，イチゴのUJ上げ栽培，花jI干の鉢上げ栽
培，夏野菜栽培地帯と一致することを示唆した(斎藤， 1982， 1988). 
UJ上げ栽培は， ) 11 里村ーでは 150粁の ~Ejlf-栽培農家のうち 50戸の農家が実施しているという. UI仁げ
栽培地は，栃木県の戦場ケj1および長野県の経井沢町古宿周辺である. UJ上げされる花升は，カラン
コエ，オブコ・ポ 1)アンサス・ジュリアンのプリムラ類，シクラメン，アルメリア，シンビジウム等
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で， HJ 1日]は 6月末から 9月末までの 3ヶ月 IHJである.鴻巣市や行Ililiの花:ytf-栽培者はシクラメン，カ
ランコエ， シンピジウム等カf多い. J奇玉県の花jヰのLlJJ::. げ~~_t.tf:fは， li主jきケj京カ¥'90%，il!長チ!こがて 5%， /J、
制沢・秩父 5%であるというお)そこで，以下戦場ケ原開拓での山上げ栽培の推移と実態についてみ
よう.
lj役場ケJIjT1~ f.J拓地ではダイコン栽培の衰退にwし 1 イチゴの LLJ 上げ栽培が行われるようになった. 1977 
年当時lj役場ケj京開拓地はイチゴ前が殆どで，若干の野菜と花JlFは観光客用のニッコウキスゲi認のみで
あった.当時，鶏頂UJ1'Jf!Ji{iでは雲間平，プリムラ・ポリアンサスのUJ上げが一部で、みられる程度であっ
た(斎藤， 1981). ところが， 1983年になると，花7与がイチゴI~[ï と桔抗し，凌駕する勢いであった.
イチゴはU-，上げ期間が8月仁i二l句から 9月下旬までと短くなったため，イチゴ:J:illの一部にはレタス等が
栽培されていたが，イチゴWiが最大の面積となった 9月231ヨに調査したものである(第 4Im). 花子「
ではシクラメンを栽培する温室が培えたばかりでなく，ポリアンサス，カランコヱ，オブコ等の鉢物
が寒冷紗をかけたビニールトンネル，露地栽培されていた(写真 2). 1989年10月2日にはイチゴは
殆ど山下げされていたが， .tlll の IIIJ~ に置かれたランナ一等の残存状況をみてイチゴ畑と判断した.それ
によると戦場ケnjTI羽拓の土地利用は花:p子とイチコ、、苗の栽培が支配的で、あることが判明する.花芥栽培
は，戦場ケj京開拓地の東南部と中部に集中していることがわかる.人によっては一人で 2haの花芥
を栽培している人もいるという.このような人たちは，寝j白まりできる簡易小屋を建ててサイネリア，
シクラメン(写真3) 雲間草等の管理をしているのである.
一方，鶏頭UJ開拓は波状地形に加え，霧が多く発生するので嫌われ，花井栽培者は襟高が高く，三IZ
j笠地で作業がしやすい戦場ケ原開拓地に集 i宇しつつある.戦場ケ原~司拓地に集中する理由の一つは，
花にかける水を得る水利権ごと借地できるからであるという. UJ上げした花:pfの管理は，本来的には
栽培者自身が行うべきものであるが，規模の大きな花j!干園芸農家では，管理を委託したり，雇用者に
管理させる形態もある.このように，花芥の山上げ、栽培は規模拡大や花丹の品質向上につながるので，
産地形成に果たした役割は大きいといえよう.
盟-3 寺谷の土地利用と花芥栽培の専門化
第 51亙は1987年 4月の寺谷の土地利用を示したものである.北西から南東に流れる元荒川の自然堤
防jこに集落があり，かつての畑地部分に花芥栽培用の温室群が存在することがわかる.これら花芥温
室群は，ガラス温室から硬質ピニールハウスまで様々であるが，一般に花芥栽培農家の前の，いわば
庭先に設置されている. しかし これらの温室群の景観は寺谷地区が高等花:pf園芸地域に変貌を透げ
たことがうなづける.また 農家と温室群を挟んだ道路の水回世帯にあるのは すべて水田を埋め立て
て設寵されたものである.すなわち 花丹市場の鴻巣園芸センターをはじめ 温室の水田への進出が
著しい.
花井の露地栽培はパンジーや芝桜ーなどであったが 僅かに見られたにすぎない.かつてパンジーが
温室群の位遣を占めていたと考えると，それらは初期の花井栽培景観の残象といえよう(写真4). 
なお，土地利用調査が3月下旬から 4月上旬であれば，パンジーがもっと多かったと思われる. とい
???，??
b) 1983ijミ9月 。 c) j 989ij三9月 500m 
1J七 図キスゲi重i瀦花j'F 図イチコレタス機ダイコン物服・菜
肘: 巴収穫跡地日大学農j訪日荒地・林目キャンプ場アム農道
第4図 戦場ケ!京における花子「栽活j訟の増加i
現地調査による
うのは， 1989年4月 7日に観察したところ露地栽培のパンジーを出荷するために鉢植えしている様子
が見られたからである.
温室の中にはポリアンサス，ジュリアン，オブコなどプリムラ(さくら草)系の様々な鉢物花芥が
置かれていた(写真 5).このことは各種の花升が様々な輪作体系で栽培されることを意味するもの
であろう.前述のLL!上げされる花升は カランコエ プリムラ類 シクラメンなどのJI員序で111Tげさ
れるので，同一の iliIl.室が少なくとも 2~3[TII利用される結果となる(桶 J1 農業改良普及所， 1982). 
事実，カランコエやシクラメンをlj役場ケ原等に山上げしている花芥栽培農家は， 7 J=JlO 日前後にUJ上
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第 5留 寺谷の土地利用
現地調査(1987年 4月)による
げし，前者は 8月31日頃に，後者は10月10日頃に山から下げ、る. 1下げされた花芥は，ハウスのなか
で l~fJ:{とする. もちろん，栽培する花芥の品種は農家によって異なるが 一般的にはハウス内では 3-
4の品種の鉢が回転されることになる. したがって，温室は地元の露地栽培で、鉢上げされたシネラリ
アやグロキシアの花汗ばかりでなく， iJJ _lこげした花井のiJJ下げによって集約化 つまり高度利用され
ることになろう.
土地利用調査を通じて明らかになったことは，栽培される花ftが高級化していることである.つま
り，単価の高いセントポー 1)ア，シンピジウムのような蘭類などの高級品種が存在することである.
また，ゴールデンクレストやグリーンボールなどの新しい品種も多い.事実， となりの人に花や観葉
植物の名前をlif]いても分からない新品種も存在する.新品種を模索し それがヒ y ト商品になれば大
きな収入が得られるからである.たとえば，以前からカランコエを栽培していた Y氏は， ヨーロッパ
から新しい 5品種を持ち帰り，黄花とピンクの花のカランコエでヒット商品を作りだしたという.花
井のヒァト酪品が種子で繁殖するものであれば， 1 -2年で普及し，括し芽や括し校で増植するもの
であれば， 4 -5 年で拡散するという.だから花井栽培の先進地寺谷では高級品種を求めて，農 I~~期
に世界各地に旅行するなど，花fi-=生産者同士しのぎを削っているといえる.
なお，花j1:干の高級化に伴し叶直木鉢も土製の鉢からプラスチックの鉢に変化した.真壁などの土裂の
植木鉢は地味な茶褐色の単色で重いのに対し，プラスチック裂の鉢は多様な色彩が可能であり， しか
も軽量である.この多彩で軽量の鉢は新しい品種の花芥に調和し，アパートやマンションなどタウン
感覚にマッチして需要を伸ばしたといえる.
一方，水田は休耕地より麦作地の方が若干多かった.また年により麦作地は移動しているように忠
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われた.特詩史的なことは j者養土をつくるための土置場が目 ~í/つことである(写真 6 ). 土n立場は鉢
にすぐ入れることのできる坑養二iこから，葉の束を積んだJ二に!立!束ロームを載せ，お
でで、あつた. この土造りのj場坊所は 水i日出3壬茸=jを主坦出I!め立てて造}成&:文されたところも存ぞ右在Eした.1花'屯とjバ!j守Fのj鉢:本木物L生i佐ミJ産iえ辛t三は，
いわばば、土を完るi尚}荷百売ともいえる. また，苔はシンピジエウムや綴業組物には欠かせないもので，独自
に山地に取りにいくという. したがって 花升栽培に直接必要な種子や肥料，薬剤ばかりでなく，土
や鉢に必要な苔などを考えれば 関係留は歴史的にも深く，地j或的にも}よくなると考えられる9)
N 花斉栽培の社会構造
花子F栽培の核心地鴻巣市寺谷の土地利用をてがかりに，7](稲の委託栽培や花升のLLi上げ栽培の進展
と並んで花芥栽培の専門化・高級化の実態を報告してきた.ここでは農家単位に焦点をあてて社会構
造から花井栽培の持続I'~I:を明らかにしたい.
土地利用 I~ に示した寺谷の農家戸数日戸のうち 1989年現在，花/F~友情しているのはお戸である.第
61~ には，農家(農家番号)ごとに経営面積(自作地・小作地・貸付地面積)，年令)JIj家族構成およ
び花芥栽培の遅速 度敷の大きさ等の社会 I~IZバWJ而を示した.それによれば，花升栽培を早く導入した
のは， l~íJ 述のように当時武i湯高校の農業科を卒業したての若手であったが，彼らがj室敷内の前庭で野
菜苗を栽培していたことにみられるように，上ヒ!絞13守屋敷も!よく，耕地IUI積も広いjZ家であった.つま
り，早期の花井栽培者は寺谷集落でも上層に属していたといえよう.現在花升栽培を行っている農家
も，経営耕地面積で比較的上位に位置するものが多いといえる.
なお，野菜・花fの複合経営で野菜苗を振り売りもした人で，現在花]!f-栽j若から撤退したj史家は 3
人で、ある.彼らは後継者が農外就業していたり，自分で、農業}_)、外の仕事を始めたひとである.これは
産地の形成過程で何度か営裂の意志決定を迫られた花升・米麦複合経営農家が花芥栽培から撤退した
ことを意味する.寺谷集落では促成キュウリや促成ナス栽培の忌地性とも対応し，前述のようにほぼ
5年ごとに意志決定を迫られたように忠われる.
農用地利用増進事業による水稲の委託栽培がilJljJ支的に{確立した1973年以前から 前述のように部分
請負耕作が行なわれていた.寺谷で現在，花升栽培農家で、水稲を自分で栽塙しているのは10軒であり，
水稲栽培を委託しているのは15qt干である.また 花芥栽塙農家}_)、外で、水稲栽培を委託しているのは 5
軒である 10) したがって， 3軒の水稲受託農家は寺谷の20i!lの水mを耕作していることになる.こ
のうち， A氏 (J農家番号 1)に委託しているのは19Q1f，B氏(向 3)に 21!F，C氏 (1可9)に 1i!Fで
ある. しかし，この 3i!FFは，寺谷主穀栽培集団を形成しているので，消毒なとごは水稲栽培を委託して
いない農家を含め寺谷の水田を全て共同防除している.
一方，花芥の1上げ栽培をみると，現在ij役場ケJml'JfJi{I地に 5ilFfがLJ上げしており， 1 IFはil笠井沢に
も1上げしている.かつてi経井沢には 31!Ilが上げていたが現在では 1i!lrのみになってしまった.花
汗のUJ上げ栽培が寺谷で、減少傾向にあるのは，花7干す友情の専[lIJiヒ・高級化により低地での花]11-の周年
栽法が進んだためである.花升の山上げ栽培も鴻巣と日光との移動に)JIlえ冠水作業や花摘み， il奇な
どけっこう手開がかかる. したがって，寺谷で 5軒:の農家が戦場ケj京開拓地に花]!i-のILi上げ、している
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A:草分け B : I日家 C:新宅国:水田(白作) ~:畑(自作〉
回:畑(小作) 大:水稲の委託耕作 自:水田(貸付) 阻:畑〈貸付)
@:花井題芸組合員 A:山上げ栽培口:男 0:女史:雇用労働者
後:花き栽培農家
臨:水田(小作)
轡:野菜苗の販売
寺谷の農家経営と労働力構成
Al~巣市役所j実務課資料および1111 き取りによる
第6図
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のは， ー人の花子F栽培者夫婦がlj役NJ;ケ Hf~l)fJ 1石地に住み， l'とJ'Tを管理してくれるからである.だから，
管理の委託者は必要に応じて戦場が原 Ijl~拓地に見回りに行く程度である 11)
一方，花子F栽培農家で雇用労働力を使っているのは 1i肝のみで，多くの農家が家族労働力のみで花
7午栽広ーを行なっている. したカfって，第 6昆iに示したように多くの花子け友培j農家カ，'3Ilt代にわたる家
族労働力を擁していることが 本地域の特徴であろう.特に花芥栽誌の専門化 高級I171化を志向する
農家にあっては， 3 H1~代にわたる家族労働力の存在が不可欠である. しかも，家族労力のなかにあっ
ては，青-壮年層が花JiF栽培の規模拡大，豊かな経験を有ーする老年層が新しい12磁のイ/I:el:Uに努力する
など家族内分業と有機的協力も進んでいる.この関係がうまく進展しているj民家は，付加価値の高い
高級品種の栽培や新1211種のヒ y ト商 i誌の作出が)可能となる.このような農家の中には売上高が 1 億 P~J
に達しようとする企業I'lサ農家 (corporatefarm) も存在する
これまでみてきたように水稲委託栽活，花子fのUJ上げ栽培は， ?J:!} * ili寺谷における花栽培農家の
施設化・専門化など規模拡大を促す持続的要因となりえてきたが それを達成できなかった農家に
とっては花芥栽培から撤退する契機となりうる.また， 3世代揃ったj芸家でも家族の一員が病気になっ
たりすると，花丹栽培から撤退する契機となりうる.これらのことは 花芥栽暗の持続的発展を支え
る要因が，時代iめにも変わり多数あるのに対し，その支持条件のひとつでも欠けると花升栽培から撤
退させる要因となる.
V むすび
東京北郊にあたる鴻巣市の花芥栽培は，元荒川の自然堤防に位置する寺谷集落で始まった.米麦 2
毛作に基礎を置く寺谷では，後背地水田のj又1)又がけ表少なかったので，それを補うためにトマト，ナ
ス，キュウリなどの野菜苗を栽培し戦中・戦後の東京および郊外の非農家を相手に振り売りを行っ
た ilf'菜市の振り売りの最中，花壇用草花であるパンジー，デイジーの栽培を勧められ，それを栽培
して販売したところ，戦後の食糧難の時代にもかかわらず良く売れたといわれる.
自然堤防上の):1j也で、の花壇用草花の栽培は，半促成キュウ 1)やナス等の農産物と共存しながら次第
にハボタン，サイネリア，シクラメンなど高級鉢物の栽培へ変化した.これらの花芥は東京の市場や
地方の市場にオート三輪で出荷されたが，価格の不安定に悩まされた.そこで自分達の市場を設立し
ようという機運が高まり， 1967年に鴻巣花市場， 1972年に鴻巣医!芸センターという 2つの市場が設立
された.市場の取り扱い量の増大は，各農家で、の花J1F栽培への専1311ヒを促し，花芥栽培の周辺集落，
町村への拡散によってもたらされた.
花デf産地の形成過程で農家は花3l栽培に専門化するか，米麦に力を入れるかあるいは兼業化して農
業から撤退するか等の選択を迫られる時期jがある.鴻巣市寺谷では， 1948年よりほぼ5年ごとに意志
決定を迫られる時期jが訪れたが，なかでも鉢物花j1Fの主産地形成には，水稲の委託栽培と花井の山上
げ栽培が大きく関係している.すなわち，花井栽培に専門化して水稲栽培がおろそかにされる過程で，
3 i肝の農家が花芥栽培農家の水田を引き受け，水稲の契約栽培を開始した.この水稲の委託栽培は，
花芥栽培農家の専門化を一層促しより付.)J1 11j MIの高い高級品種やヒット街121の開発などの，いわゆ
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る企業的花nl歪i芸農家を産み出している
一方，花jlf.のL11上げ栽培は， íliま ~lì.尺で、始まり栃木県の ij役場ケ jjj〔開拓地と鶏頂 LLJ開拓tlhへと伝矯した.
JI在，標高1司200mの高冷地にある二つの街拓地が中心で、ある.高冷地での花子子のLIJ上げ栽培によっ
てプリムラ・ポリアンサスやシクラメンの花芽分化が速まり 低地の社主主に下げて栽培を続けると一
斉に開花する.それは了度クリスマスや正月の時期jに合わせて行われるので 花Jifの鉢物は高iliに販
売できる.つまり，花升のjJJ_I二げ栽培は，花升の付加価値をi喜jめj農家収入を増大させたばかりでなく，
花芥栽培農家の規模拡大に連なったのである.
花子lf-栽培は中上層農を中心に支えられてきたが その専1'lfi1ヒ・施設化は家族労働力の協力によって
達成された.特に老・壮・若年労働力の揃った農家が，売上高の高い企業的農家 (corporatefarm) 
になる符i向がある.
寺谷を中心とする鴻巣市の鉢物花丹生産の進展は，地域的には家族内労働力の協力，集落内農家の
分業体ilJlJの硲立(水稲の委託栽培)，地域間の環境利用(jJJ上げ栽培)によって達成されたものである.
また，鉢物の原料となる土壌や苔などより広域な地域に依存して持続的発展がはかられている.また，
プラスチ yク鉢，農薬， iJ¥.室など花芥の施設国芸に必要とされる資財を考えると，現在の日本の産業
化社会に深く包摂されていることがわかる. したがって，施設イとされた鉢物花井の生産は，工業化j実
業 (Gregor，1982; Healey & Ilbery， 1985) といえるものであろう.
本稿を作成するにあたり個々の花子f-~宅情者ばかりでなく，農林水産省農産園芸局果樹花き諜，埼玉県農林部
地域農業課の田島幹ti!.，桶)1農業改良普及所の半田洋一，鴻巣市農務課の渡辺秋夫， )1里村産業諜の新井 jfI， 
鴻巣花市場の竹内行雄， 1認芸センターの吉田正雄，森田茂一郎および飯塚 孝氏には資料の提供など大変お世
話なった.調査には文部省科学研究費一般研究cr~'EJif-'野菜の山上げ栽培と主産地形成に関する生態地理学
的研究J (No. 63580184:代表 斎藤 功)の一部を，また，まとめには総合研究A r日本業の耕作方式と再
生産過程に関する農村システム論的研究J (No. 06301085:代表 斎藤 功)の一部を利用した.製~は筑波
大学の宮坂和人および大学院の仁平尊明氏にお願いした.
なお，本論文を長年にわたりご厚誼を賜り， 1989年日本地理学会秋季学術大会での発表の襟，貴重な御意見
を寄せられた愛知教育大学名誉教授故松井貞雄先生に献呈したい.
1 )安行(赤1¥]台地)は江戸時代槌木産地であった.
駒込や滝野川村の影響で植木栽培が始まったとされ
る(小田内.1918)が 当時は花木の切花を中心と
していた I明治以降桑やリンゴの高木産地として発
展し，街路樹や公i蓋!などのj定菌樹の生産を経て造園
業を営む大型植木産地になった(新井， 1984) .ま
た.より付加古li値の高い高級品種である盆栽へ志向
するなど植木産地の内部分化も認められる
2)鴻巣i重i芸センター会長の吉田正雄氏によれば.tlJ' 
菜苗の栽培は)1里村間巣の大熊氏がナス}誌を作って
いたものを.寺谷の竹内才太郎氏が導入したもので
?
あるという(1989年 4月7日)
3)当時において三色すみれのパンジーは.日本の室
に比べ大きくー多彩で私共にもいわば呉国へのあこ
がれとにおいをほのかに薫らせたようにおもわれ
る
4 )鴻巣園芸センター会長の吉田正雄氏の談話による
(1989if:. 4月71:1 ) 
5)花丹市場へ生きのよい様々の鉢物を出荷するため
には，良い場所を前日からi確保して配列作業が行わ
れるため.市日が;涌日となる.したがって.実際には
やりくりしているものの市J易関係行には休日が1f:-(れ
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ないという悩みがある
6) 1711aのうち， J}!1:HJ地平IJJI'Jj曽進半業による1'iJ也怜(，没
JLI(iifuは 7ha約であった (1984{F) 
7)このような 111 上げlxJ/'i~ 支 1~:j は， H J'tダナー などイ
チゴでは平くから実施されていた ([1色和1]]， 1967) 
8別)十折付M柿リd泊il)川IJ1佼2業改良 i梓皆守4干':I及え所の三半iド".1出:1王珂E司I?洋下 守-J氏元の談1川"活i
( 1985{1ド三 5 rJ23 F日二=1) 
9) 1:界の食粘uwアメリカからの殺物の輸出は‘アメ
リカ rjl 阿部で長年にわたって日:われたこLlJ~を江i耗さ
せているのでー土壌の栄養素のilIfqU'，にあたるといっ
見解がある(際K{， 1993)‘だから，鉢物花庁のl:)'絞
性のためには出養士が不 IJ欠であるので.土JjJlが
キーワード、となりうる
10)化庁松山j史家以外で‘の水稲の委託栽Ji¥は，兼業化
の進展.つまり本j也肢が11$ilf化j也j或に編入されたこ
とをjえ!映しているといえる
1 )筆者が本剥査の契機となったのは.シクラメンの
区本作業に米ていた1'U'H主J;'~，:者 tこ，;元われたからであ
る.11上げ栽JfJili での :ì~';.:J'Ilを委託しているとはいえ.
消毒作業は楽得等が心配されるため.千千花J'H主 J;'~，:tJ
が11上げ、WJll¥jの 3カ)Jに 5-61日i実施している
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Sustainable Development of Pot Flower Cultivation in Kounosu， 
Northern Part of Outer Suburbs of Tokyo 
Isao SAITO 
Flower cultivation as a suburban farming started in the Setagaya district of Tokyo with the 
influence of westernized people at the turn of the century. Greenhouse flower cultivation diffused 
to the south bank of the Tamagawa River， in the southern Metropolis. On the other hand， pot 
flower cultivation developed in Shishibone， in the eastern Tokyo. Urbanization of Tokyo de-
veloped so rapidly with sprawling the farmland that flower producing areas weγe forced to shift 
from inner to outer suburban areas as well to favorable warm climate and highland areas. The 
pot flower culti vationhas florished in Kounosu， the northern outer suburbs of Tokyo. 
ln this paper the author elucidates the development processes of pot flower cultivation and 
their sustainability in Teraya settlement in Kounosu-shi. The Teraya settlement occupies on the 
narrow natural levee of the Motoarakawa River and is surrounded by bacJくmarshpaddy fields 
Because the rice yield at Teraya was 60kg per O.lha less than the neighbourhood settlements， 
some farmers started to raise the vegetable seedlings and vended them to non-farm households 
around urban areas of Tokyo during ¥iVorld War n. One consumer recommended a farmer to 
raise pansies， exotic flowers for ]apanese in those days. Pansies as well as vegetable nursely 
seedlings were welcomed by urban dwellers and vended well， although they were suffered from 
food shortage just after World War n 
With the recovery of ]apan's economy the varieties of flowers prodllced at Teraya changed 
gradllally from pansy and daisy to flower cabbage， cineraria and azarea， then to cyclamen. All of 
these flowers were nllrsed as pot flowers. Although these pot flowers were shipped to Tokyo 
flower markets by small trllcks， the fluctllation and llncertainty of prices bothered the farmers 
Therefore， they established their own flo¥ver market， Kounosu Engei Shijo (horticultural market)， 
in 1967. The increase of flower handlings enable the horticllltllral farmers to build the second 
flower market， KOllnosll Engei Center， in 1972. Flower cllltivation also diffused from Ter眉ayato 
neighbollring settlements and villages. Materials of flowerpots changed from clay to plastic with 
various colour. ThllS， the farmers gradually became specialized horticllltllral farmers， and KOllno-
Sl grew into one of the most famolls pot flower centers in ]apan. 
Farmers had to decide whether or not they shoud continlle flower cllltivation to convert their 
occupations every arollnd 5 years. Above a!l， their decision-making of sustainable development 
was related to the following three opportunities in addition to the establishment of theIl局 ownmar-
kets. As many farmers tended to pr‘oduce exclusively flowers， they entrusted the rice cllltivation 
to the Cllstom farmers. Custom farmers retllrened 20-25 % of rice yields to pot flower farmers 
and al of straw residllals which became good organic matter for the nursery plants. Three cus守
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tom farmers of harvesting rice emerged， therefore， with the specialization of pot flower cultivation 
in the Teraya settlement around 1973 
Secondly， horticultural farmers borrowed mountain fields to enlarge their farm scale. MOlln-
tain fields were located in Karuizawa， and Senjollgahara ancl Keichollzan relamation settlements 
above 1、000meters from the sea level. They raized there such flowers as primula-polyanthlls ancl 
cyclamens. Because the seecllings of these plants tencl to have goocl flower bucls under frost 01' 
cool climate before being nursecl in greenhouses in the plain， these pot plants with fll flowers 
were enjoied the highest price by marketing at Chrismas and New Year season. 
Thirclly， horticultural farmers changecl to holticultural entrepreneurs， one of the most high 
pγoducts farmer classes in indllstrializecl society in ]apan. Thus， they travel arouncl the worlcl in 
off-seasons in order to seek new varieties of pot flowers and ornamental plants， ¥vhich will be 
marketecl at the maximum price. 
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写真1 地元市場に出荷される鉢物花井
地元の花井市場に出荷される鉢
物花井 ・観葉植物類.カットは
鉢物を 6段に積める花井輸送用
のトラック.鴻巣市寺谷集落
(1985年4月)
写真2 ポリアンサスの山上げ栽培
ポリアヌポリアンサスなどのプ
リムラ(サクラ草)類は，標高
1，200mの戦場ヶ原開拓地で露
地栽培される.寒冷紗をかけて
あるのも，プリムラ類である.
栃木県日光市戦場ヶ原開拓地
(1983年9月23日)
写真3 鉢物花井シクラメンの濯概風景
シクラメンの鉢は，ビニールハ
ウス内に置かれているが，両袖
が開放されており，雨除け栽培
といえる.戦場ヶ原開拓地は鶏
頂山開拓地に比べ平坦で，水利
に恵まれていることが，花井の
山上げ栽培地にしている.この
土地を借りているのは鴻巣市寺
谷の花井栽培者である.栃木県
日光市戦場ヶ原開拓地 (1983年
9月23日)
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写真4 自然堤防上のパンジー栽培の残
象
パンジーは鴻巣市に導入された
最初の花である.花子干の品種の
高級化とともに殆ど見られなく
なった.いわば，寺谷における
花井栽培の残象である.鴻巣市
寺谷集落 (1987年4月).
写真5 温室内の花井栽培景観
yゲラス温室の内部には，時期に
より様々な鉢物花井がならぶ.
これは4月初めなのでカランコ
エなど春の鉢物草花である 鴻
巣市寺谷集落 (1987年4月)
写真6 培養土の原料となるローム土壌
花井の鉢物栽培は，いわば土壌
を売る産業なので，培養士の手
配が重要となる.花井栽培の持
続的発展のためには土ばかりで
なく，苔など他地域に依存する
割合がますます高くなる.鴻巣
市寺谷集落 (1987年4月).
